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全難聴便り 

全難聴便り 
 

 第３０回全国中途失聴者・難聴者福祉大会 in 京都情報 

2026 年 10 月 17 日（土）～19 日（月）の間、京都府民総合交流プラザ 京都テルサ

を主会場に開催される 第３０回全国中途失聴者・難聴者福祉大会 in 京都の記念式典に、皇

室のご臨席を賜ることが決定いたしました。 

第３０回という記念すべき福祉大会にお言葉を頂戴できることとなりましたので、多くの

方々のご参加をお待ちしています。 

 

＜第３０回全国中途失聴者・難聴者福祉大会 in 京都特設ＨＰ＞ 

https://sites.google.com/view/30thkyoto2026fuku/ 

 

 要約筆記者指導者養成研修 難聴者コース（第 1 クール） 

7 月 4 日（土）、5 日（日）の 2 日間、東京都新宿区戸山にある「戸山サンライズ」に

て、要約筆記者指導者養成研修 難聴者コース（第 1 クール）が開催されました。この研修

は、2011 年３月に厚生労働省から全国に通知された「要約筆記者養成カリキュラム」に依

り、全国の各地域で要約筆記者を養成する際に欠かせない指導者を養成するための研修で

す。厚生労働省から委託を受けて、社会福祉法人聴力障害者情報文化センターが実施してい

るものです。 

難聴者コースの受講者は、宮城県、群馬県、千葉県、富山県、香川県、さいたま市から推

薦を受けた 6 名でした。厚生労働省カリキュラム準拠要約筆記者養成テキストが第３版にな

ったこともあり、「社会福祉の基礎知識Ⅰ・Ⅱ」の講義は、執筆をされた法政大学の佐野竜平

先生に担当をいただきました。その他の講義は、全難聴要約筆記部の４人が担当しました。 

 受講者には宿題が出されており、第 3 クールで模擬講義を行うことになっております。今

後は、下記の日程で開催される予定です。 

第 2 クール：9 月 5 日（土）・6 日（日） オンライン 

第 3 クール：11 月 7 日（土）・8 日（日） 戸山サンライズ 

 

 難聴者・中途失聴者向けの手話講習会についてのアンケート 

２０２５年６月に施行された手話施策推進法（手話に関する施策の推進に関する法律）第

十一条には、以下のような条文があります。 

第十一条 国及び地方公共団体は、第六条に定めるもののほか、音声言語を習得した後に音
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声言語による意思疎通を行う上での困難を有することとなった者であって手話を必要とする

ものその他手話を必要とする者がその希望により手話を習得することができるよう、手話に

関する情報の提供、相談及び助言、手話を学習することができる機会の提供その他の手話の

習得の支援のために必要な施策を講ずるものとする。 

現状では、難聴者や中途失聴者が、要約筆記の情報保障がある状態で手話を学べる場は少

なく、行政に開講の要望を出しても、担当者が難聴者・中途失聴者の手話学習の必要性を理

解していなければ、健聴者が学ぶ手話講習会に通うことを勧められることもあります。 

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部企画課 自立支援振興室情報・意思疎通支援係長

の小松伸章氏から話を聞きたいと連絡があり、７月７日事務局宇田川と、東京都が 1975 年

から開講している東京都中途失聴難聴者手話講習会の運営を担当されている東京都中途失

聴・難聴者協会事務局長・手話対策部長の石川千鶴氏に同行していただき、厚生労働省へ説

明に行きました。 

小松氏からは、都道府県に話をするにもまずはデータが必要と言われ、全難聴加盟協会に

お願いして、各地での難聴者・中途失聴者の手話学習の場の有無や、主催、予算、講習時間

など調べて提出することになりました。手話研修センターの評議員を担当されている橋本理

事が、研修センターで要望を出してきてくださったことから、アンケートには、小松氏のほ

か、全国手話研修センター事務局長の柴田浩志氏からも（元京都市聴覚言語障害センター所

長）アドバイスをいただけて作成し、加盟協会に７月 31 日締切で協力をお願いしました。 

 

 第 37 回 JDF 政策委員会 

７月 14 日（火）13：30～16：30 第 37 回 JDF 政策委員会が開催され、伊達副理事長

と瀬谷理事がオンラインで参加しました。 

（国連・障害者権利委員会関係の動きについて） 

 ８月開催第 35 期委員会から田門さんに ASL 手話通訳が２名付くことになり、一歩前進。

（国際会議への参加について） 

  高齢者権利条約採択に向けての意見提出の検討 

  第１回会期：７月１３日～１７日まで。議長：アルゼンチン国連大使 

  国連高等弁務官事務所から副弁務官があいさつ。その後、一人３分ずつ国連関係者、政 

府、市民等が総括的発現。第２回会期は１０月２６日から１週間の予定（国連テレビで 

視聴可）議長から「家族支援」と「社会支援」のバランスが必要と発言があるなど、障 

害という観点から見る雰囲気が感じられない。手話通訳や文字通訳もなかった。第１回 

会期後、意見募集があれば、各団体の意見を JDF で集約するので出してほしい。 

（地域フォーラム・全国フォーラムの開催について） 

１２月７日：全国フォーラム、１０月３日：沖縄開催、１２月２１日盛岡開催 

（障害者基本法改正＋障害者基本計画）（第６次） 

現状と位置づけ 

•JDF は障害者基本法改正試案（バージョン 1）および概要版を作成済み。 
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•改正試案策定の主な目的：総括所見の国内実施の基盤整備。令和 11〜12 年頃に日 

本独自審査を実施し、次回パラレルレポート作成の基盤とする構想。  

•第五次障害者基本計画（〜令和 10 年 3 月）は、令和 5 年 10 月の総括所見後に内 

閣府障害者政策委員会が、ほぼ毎週開催して内容を盛り込んだ経緯がある。  

第六次計画策定スケジュール 

•令和 8 年 10 月以降：第五次計画の実施状況確認（3 回程度）  

•令和 9 年 1 月〜12 月：第六次計画策定議論（総論・各論）  

•令和 9 年末：計画完成・パブリックコメント  

•令和 10 年 4 月：第六次計画施行開始  

（今後の学習会） 

  ・８月４日（火）欠格条項の専門家、臼井講師。心身の故障や精神機能の障害という表 

   示が、各法律に５００か所あるが、障害者が該当する可能性あり、削除を目指して活 

動した結果、今年２月最高裁で違憲判決が出た。 

・９月８日（火）高齢者権利条約について 琉球大学高田先生 

・１０～１２月 成年後見制度の民法改正関係で日弁連青木先生を予定・ 

・その他 今年４月施行の高次機能障害者支援法の説明 

（女性委員の割合） 

４１名中２１名が女性で２９．３％となり、目標の３０％に近づいている。 

（その他）田門さんの報告会を９月２９日１７時よりオンラインで行う。  

 

 令和 8 年度障害保健福祉研究情報システム（DINF）第 1 回運営委員会 

7 月 28 日（火）18 時～19 時に標記会議がオンラインと対面で開催され、神矢理事がオ

ンラインで出席しました。議題は DINF の利用状況、令和 7 年度事業実施報告、令和 8 年度

事業計画等です。DINF の利用状況では、ページ別アクセス数、検索キーワードランキング、

月別訪問者数等が報告されました。令和 7 年度事業実施報告と令和 8 年度事業計画では、

「関心の高い記事の掲載」「重点テーマのポータルページ作成」「行政情報の保存と掲載」

「散逸しそうな過去の重要文献の保存」「海外への日本の情報を発信」「諸外国の障害者制

度の情報収集・発信」といったトピックごとに報告がなされ、令和 7 年度事業実施報告では

「アジア太平洋地域の各国情報の文献ポータルページ」が、令和 8 年度事業計画では「制度

に着目した日本の情報を日本語及び英語で発信」が強調されました。 

 神矢理事からは SNS の活用について、「最近はインターネットでの情報発信が、ホームペ

ージから SNS に比重が移ってきている。SNS には Facebook や X（旧 Twitter）などがあ

り、日本障害者リハビリテーション協会のアカウントで DINF の情報が発信されているが、X

（旧 Twitter）のほうでここ 1 年以上発信がなされていないのはなぜか。また Facebook で

は月 1 回『新ノーマライゼーション』の紹介があり、DINF へのリンクが貼られているが、

ここからのアクセス数はどのくらいか」という質問がなされ、「Twitter の更新がされてい
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ないのには気づいていなかった。確認する。Facebook からのアクセス数はわからない」と

いった回答がありました。今後 DINF の有効な活用がなされることを期待します。 

 

 ともともフェスタ 2026   ～出会う ふれあう 未来がかわる～ 

10 月９日（金）（11：00～19：00）と 10 月 10 日（土）（11：00～17：00）に

東京駅丸の内口行幸通り/丸ビル 1 階マルキューブで、ともともフェスタ 2026 が行われま

す。入場は無料。ホームページが公開されました。https://www.tomotomo.go.jp/festa2026/ 

今年度、全難聴は実行委員会、ワーキングチームに参加し、積極的に意見を出してきていま

す。ライフスタイルの交差点というエリアの出展ブースで、筆談体験などを行う予定です。 

 

 理事・専門部の動き（７/1～７/31）※専門部は対外的活動のみ掲載 

７月２日 JDF 代表者会議 ONLINE（伊達） 

７月７日 厚労省訪問（宇田川） 

７月８日 第 88 回障害者政策委員会 ONLINE（宮本） 

７月 13 日 第 3 回「ともともフェスタ 2026」ワーキングチーム（宇田川） 

７月 14 日 第 37 回 JDF 政策委員会 ONLINE（伊達、瀬谷） 

７月 15 日 JDF 能登支援報告交流会 ONLINE（宇田川） 

７月 16 日 第 2 回「ともともフェスタ 2026」実行委員会（宇田川） 

７月 21 日 JDF 能登半島支援連絡会議 ONLINE（宇田川） 

７月 23 日 JD サマーセミナー（宇田川） 

７月 24 日 MUSICA ARCHE 面談（宇田川） 

７月 28 日 JDF 幹事会 ONLINE（宇田川） 

７月 28 日 令和 8 年度第 1 回 DINF 運営委員会 ONLINE（神矢） 

７月 29 日 『総務省「みんなの公共サイト運用ガイドライン」』改訂ヒアリング事前説

明 ONLINE（神矢、小谷野） 

７月 31 日 情報コミュニケーション４団体連絡会・厚労省訪問（宇田川） 

７月 31 日 第２回オンライン研修会 ONLINE（宿谷、宇田川） 

 

《８月の予定》 

８月４日 JDF 政策委員会 

８月 5 日 障害者放送協議会総会 

８月６日 障害者放送通信機構 臨時総会及び理事会 

８月７日 第４回「ともともフェスタ 2026」ワーキングチーム 

８月 11 日 全要研との定期協議 

８月 21 日 第 1 回ＡＤ国際標準化委員会 

８月 24 日 第 1 回 TC159AD 委員会 

８月 25 日 JDF 幹事会 

８月 28 日 第 59 回全国手話通訳問題研究集会 

８月 30 日 文字通研夏季集会 

 

【全難聴事務所の夏季休業】８月 11 日（火・祝日）～８月 16 日（日） 

https://www.tomotomo.go.jp/festa2026/

